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奈良県総合医療センターにおける職員（医師）の 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 に つ い て 

 

 

奈良県総合医療センターにおいて、１月１４日に医師１名及び１月１５日に

医師１名が新型コロナウイルスに感染したことが判明しました。感染の経緯及

び対応についてお知らせします。 

 

１．脳神経内科医師の感染について 

 ○経過等 

感染者は、当センターにおいて週１回勤務の脳神経内科の女性医師です。 

１月１３日外来診療支援業務において、１２名の患者を診察し、午前に業 

務終了後帰宅し、発熱が確認されました。 

１月１４日に PCR 検査を実施し、同日１９時頃陽性と判明しました 

○病院の対応 

  外来診察患者１２名については、全患者がマスクを着用していること、1 人 

当たりの診察時間が１０分程度であることから、濃厚接触者として捉えず、 

当面経過観察とします。 

外来診察を行った患者には、何らかの症状が出た場合、不安があれば連絡 

を頂くこととしています。 

当該医師と同席している医師事務作業補助者は、濃厚接触者として１月 

１７日に検査を実施することとしており、また、１０日間の自宅待機として

います。 

また、院内においては、常にマスク装着と手指消毒を徹底していることと

これに関連する新たな感染者が発生していないため外来診療及び入院につい

ては通常の医療を継続することとしています。  

 

２．精神科医師の感染について 

 ○経過等   

   感染者は、大阪市在住の２０代男性の精神科医師として勤務しており、 

  １月１２日に咳症状、１月１５日に咽頭痛の症状が出たため当センターに 

受診し、ＰＣＲ検査の結果、陽性と判明しました。 

当人は、ワクチンを昨年３月と４月、１２月の３回接種を受けています。 

感染経路は、１月８日から１０日の間に行動を共にした者が、既に陽性と 

判明していることから当該者からの感染と思われます。 

 

 



 
 

○病院の対応 

    1)外来患者について 

１１日に外来診察を行った際の患者と患者家族は、濃厚接触者と捉え、１

月１５日にＰＣＲ検査を実施し、結果は陰性でした。 

他の外来診察患者については、全患者がマスクを着用していること、各診察 

時間が１０分程度であることから、濃厚接触者ではないですが、経過観察と 

します。 

2)入院患者について 

 診察で接触した患者は、各１０分程度であり、濃厚接触者ではないですが、

本日のＰＣＲ検査の結果は陰性でありましたが健康観察は継続します。 

3)スタッフについて 

 接触した医師５名のうち２名は、本日、抗原の結果、陰性でありました。残

り３名は、１７日（月）に検査を実施します。 

また、看護師２名と精神福祉士(PSW)１名は、双方マスク装着、短時間接触の

ため健康観察としました。 

院内においては、常にマスク装着と手指消毒を徹底していることとこれに

関連する新たな感染者が発生していないため外来診療及び入院については通

常の医療を継続することとしています。  
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